
現代史を読み解きより良い未来を考える 
 

指定校２年次 ⻑野県伊那弥⽣ヶ丘⾼等学校 ⽮嶋 春⾹  
 
(1) 本校の新聞活⽤（NIE）の現状 

・指定校１年次の昨年度は美術の時間に新聞を⽤い、新聞の記事から作品を仕上げることを
おこなった。２年次となる今年度は、社会の現代史の授業で新聞を取り扱ったほか、同じ
く美術の時間で新聞を使⽤した。 

・普段の⽣活では、新聞は図書館においてあり、⽣徒たちが⾃由に読むことが可能である。
主に、⼩論⽂や⾯接などの進路実現に関わる場⾯での使⽤が主である。 

・研究対象学級の⽣徒の実態は、家庭には新聞があるが積極的には読まない。 
 

(2) 実践のねらい（育てたい⼒） 
・⾃分⾃⾝で物事を｢知る・考える・⾏動する｣ことの重要性・⾯⽩さを学んでもらう。 
・⾃分の意⾒・考え⽅・興味などを⾃覚する。 
・共通点や差異などに着⽬して多⾯的・多⾓的に考察・表現する視点を養う。 
・よりよい社会の実現を考える⼈の育成を⽬指し、現代の現状を捉え、多⾯的・多⾓的に考

察・構想する⼒を育成する。 
 

(3) 研究の概要 
・対象⽣徒 ⾼校 3 年⽣ 12 名 
・教科 現代史 
・授業計画 

全 8 回の授業を以下のようなテーマで進めました。 
第 1 回   「新聞を知る」 
第 2 回   「新聞記事を知る」「私が気になった記事探し、発表」 
第 3〜5 回 「まわしよみ新聞づくり」 
第 6〜8 回 「スクラップ新聞づくり」 

 
●第１，２回 
 普段新聞をあまり読まない⽣徒達のために、新聞とはどういうものなのかということを
信濃毎⽇新聞社の⽅に説明して頂きました。新聞の歴史、構成、記事に関して、各新聞社
の違いや、記者の⽅々の 1 ⽇のスケジュールなどお話してもらい、その後、⾃分が気にな
った記事を１つ切り取り、その記事について、プリントをもとにまとめ、グループで発表
し合いました。 



●第 3〜５回 
まわしよみ新聞を作成しました。4 ⼈のグループを３つつくり、グループごとに作成し

ました。 
第 3 回では、まず、ひたすら⾃分の気になった記事を探します。（⼀⼈ 4 記事を４⽇分

の新聞から探す。1 つの新聞から 1 つの記事。）その記事を切り取ったら、｢私が気になっ
た記事まとめカード｣にそれぞれの記事を選んだ理由、意⾒や感想を書いてもらいます。
（⾃分の経験をふくめて書いてもらいます。） 

第４回では、その選んだ記事とカードをもとにグループで記事を紹介し合います。その
後、集まった１グループにつき１６枚の記事をどんな分野、どんなテーマに仲間分けでき
るかグループ内で話し合います。仲間分けは最低でも２つのパターンをつくるようにしま
した。 

第６回では、その仲間分けをもとに、まわしよみ新聞としてまとめ、全部の記事に共通
する⼤⾒出しを考えます。まわしよみ新聞ができたら、３つのグループ同⼠で発表します。
このまわしよみ新聞づくりは次のスクラップ新聞づくりへの導⼊でもあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●第６〜８回 

⽣徒達の作ったまわしよみ新聞 



スクラップ新聞をグループごとに作成しました。まわしよみ新聞作成時と同様に｢①記
事選び・発表→②記事の仲間分け→③新聞づくり｣の流れで進んでいきますが、スクラップ
新聞の場合には、記事あつめの時にテーマをつけました。｢現代という時間の流れ（現代史）
を⽰していたり、よりよい未来を考えたりすることができる記事｣です。テーマを限定する
ことにより、⽣徒達がどう現代史をとらえているのかが、より明確になります。 

記事選びでは、どうしてその記事を選んだのかという理由などについて、同じくカード
（｢現代史を読み解く記事｣まとめカード）に記⼊してもらい、深く考えます。記事の発表
では⾃分の考えを相⼿に伝える⽅法について学び、⾃分とは違った多くの意⾒・視点にふ
れます。  



 
記事の仲間分けでは、「⼀⾒異なるテーマの記事だとしても、違った視点からみると同じ

テーマの記事である」というような発⾒、物事を多⾯的・多⾓的に考えることを学びます。 
新聞づくりでは、レイアウト・⾊合いなども考える中で他者への伝え⽅を学びます。16

の記事の共通のテーマを考え、それを新聞名とすることにしたので、この⾏程では⽣徒達
が⾮常に苦労していました。（中々、記事の共通点を⾒つけることができませんでした。） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
お互いに意⾒を出しレイアウトを考える 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 

「ミライを守る！」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「CHANGE」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「Level up」 
 
 
 
 



 
(4) 研究のまとめ 

本校はセンター試験受験者が多いこともあり、特に社会科では｢知る・考える・⾏動する｣
の｢知る｣部分に重点を置いてしまう授業が多くなっているように思います。よって、⽣徒
達には、主体的・対話的というよりは受動的である場⾯が多いように思います。今回授業
に NIE を取り⼊れてみて、話すのが苦⼿な⽣徒が頑張って伝えようとしている姿や、普段
はあまり話したことのない⽣徒が⾃分の意⾒をしっかり発表している姿を⾒て、教員とし
て気づかされる場⾯が多くありました。⽣徒達の発⾔や話し合い中の内容も、回をおうご
とに深いものになっていったので、彼らの成⻑を肌で感じることができました。 

きちんと「知る・考える・⾏動する」という経験を⽣徒達に教員側が提供できれば、彼
らにはそれぞれに発揮する⼒があることにも気づきました。授業の中でいろいろな場⾯を
つくることによって（記事の発表、新聞づくりなど）、いろいろなタイプの⽣徒達がそれぞ
れ活躍できていたのも、授業をやっていて⾯⽩かったです。 

 
(5) 残された課題 

・１６枚の記事に共通するテーマを考え、そのテーマを新聞名にしたのですが、ばらばら
に集められた１６枚の記事から、共通のテーマを⾒つけようとすると、「CHANGE」「ミ
ライを守る!」「Level up」などどうしても抽象的な表現になってしまい、具体性にかけて
しまう。 

・⽣徒達が選んできた記事なので、授業としては⽣徒達の⼈⽣が背景となった記事をもと
に進めていくことになる。 

・時間に制約があったので、記事の理解が浅く、少し表⾯的になってしまった。もっと記
事をお互いに読んでから話し合いができるとさらに深く考えることができたのではない
か。 

・記事の⼤事なところにアンダーラインなど引いておけば、グループ内の仲間が記事を理
解するときにわかりやすかった。 

・仲間分けのキーワードに⽣徒達が迷っているときに、教員としてこちらからヒントをあ
げるような問いかけがもっとできるとよかった。 


